
令和 5 年度幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業 成果報告書 
団体名：兵庫大学

１．事業の実績 

（１）事業目的 

大学で開講する免許法施行規則の定める科目のうち必要な単位数を履修し修得できるよ

うに設定する。令和 5年度においてはオンライン受講科目を拡大し、複数選択できるよう

に科目数を充実させ、かつ週１回程度適切に受講することで 15単位以上修得可能な上進講

習専用の科目群を設置する。 

また、兵庫県における幼稚園教諭の勤務実態を踏まえ、効果的な幼稚園教諭免許法認定

講習のあり方について自治体等と協議したうえで、キャリアアップ指定科目内に現場に役

立つ特色のある講習（園での実践、危機管理等）を設定する。 

これら講習においては、新たな受講スタイルを取り入れ、オンラインと共にオンデマン

ド配信を並行して行い、反復学習することが可能な学習環境を整備する。その実施方法に

ついては、事前に文部科学大臣の認定を受けた上で実施する。 

本事業の受講者には終了後アンケート調査を実施し、事業成果の把握に努める。専用の

ホームページを開設し、上進講習に関する情報を配信するだけでなく、広域に発信し受講

者拡大を図りつつ、受講者への情報配信の拠点としても利用する。 

（２）事業概要 

  学内の生涯学習機関に入学し、大学で開講する免許法施行規則の定める科目を必要な

単位数履修し修得できるように設定し、全て放送による授業（オンデマンド配信）とし、

10 月から各科目順次配信した。 

【令和５年度開講科目】 

科目名 単位 コマ数 定員 最終試験 

こどもと造形 2 15回 40名 有（最終課題を提出し判

定） 

保育内容総論 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～2/27） 

こどもと言葉 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～2/27） 

保育内容「表現」の指導法（音楽） 1 8回 40名 有（試験期間：1/20～2/24） 

こどもと人間関係 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～2/27） 

教育心理学 1 8回 40名 有（試験期間：2/17～2/27） 

特別支援教育の理解 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～3/10） 

教育方法論 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～3/2） 

発達障害児への支援 2 15回 40名 有（試験期間：2/17～3/2） 



これら映像の配信については動画配信システム・プラットフォーム「クラストリー

ム」（株式会社アイ・ピー・エル）を利用し、受講生それぞれに合わせた視聴画面を

管理・運営し、かつ個別の視聴状況等を分析し、学習支援につなげていった。 

また、授業に関する連絡やレポート等提出については、本学の学生向けに開設して

いる教育支援サービス「manaba」を利用し、受講生のトータルサポートを実現した。 

 

【新たな教師の学びの姿の実現に向けて（特別講習、選択）： 2講習】 

講習名 時

間

数 

上

限

数 

受講

形式 

実施内容 

絵本作家講演会 

 

2ｈ 100 対面 第 1部では絵本研究者による絵本を使っ

た知育や、読み聞かせによる教育効果な

どを学ぶ。第 2部は絵本作家による講演

を開催。 

「学校安全」生活安全・交通安

全・災害安全～自らの命を守り

安全な社会を築くために～ 

6ｈ 40 オン

ライ

ン、

オン

デマ

ンド 

学校安全の目的は、児童・生徒の身を守

るだけではなく、児童・生徒が安全に関

する資質・能力を身につけることにあ

る。本講座の前半では、教育現場で起こ

り得る事件・事故・災害から児童・生徒

を守る方策を事例を元に考え、後半は児

童・生徒が主体的に安全教育に取り組む

指導計画を作成し学校現場での活用を

目指す。 

実践の講習として「新たな教師の学びの姿の実現に向けて」を題材に、2つの講習を

開講する準備をし、県下 360園に対して広報した。 

絵本作家講演会には、地元の幼稚園等勤務する保育者 30人が集まった。福音館書店

絵本研究室有賀武史氏による絵本に関する講習では、絵本作品の見どころから、絵本

を使った知育や、読み聞かせにより開かれるこどもの興味の扉など、その後の絵本作

家阿部結先生の講演では、1冊の絵本が生まれるストーリーと、作者側の気持ちについ

てが教授された。参加者は絵本について知識を深める機会となった。参加者アンケー

トからは企画満足度 100％（アンケート回答率 86.7％）という結果となった。 

「学校安全」生活安全・交通安全・災害安全の講座については、園の安全について

様々な角度から学ぶ映像を用意した。受講者は映像を通して学び、習熟度をはかる試

験でその達成度を実感した。この映像は、募集期間を延長し、希望するものに対して

は 3月末まで視聴可能とした。 

 



（３）成果（事業の実績の説明） 

【開設した講習数： 9科目】 

科目名 単

位

数 

ｺ ﾏ

数 

上

限

数 

②

受

講

者

数 

③

単

位

取

得

者

数 

④

上

進

し

た

教

員

数 

受 講

料 

(＠

4,000) 

特記事項 

こどもと造形 2 15 40 8 6 4 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

保育内容総論 2 15 40 9 8 4 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

こどもと言葉 2 15 40 8 7 6 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

保育内容「表現」の指導法（音

楽） 

1 8 40 9 8 7 4,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

こどもと人間関係 2 15 40 2 1 1 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

教育心理学 1 8 40 6 5 5 4,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

特別支援教育の理解 2 15 40 2 2 1 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

教育方法論 2 15 40 6 5 5 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

発達障害児への支援 2 15 40 9 7 7 8,000 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 

受講者数については、定員目標の 45％であった。定員を想定していた人数より下

回った理由として、科目の変更等による再申請の関係で、募集時期が遅れたことに

ある。また、受講科目数を増やし科目の選択肢を作ったことで、授業者側からどの

科目を取得したら良いか分かりにくく、必要単位数以上に受講する受講生もいた。

必要な単位数が取得できるようなパッケージ化も検討する必要がある。また既取得

者アンケートの実施で、募集対象を拡げ、アンケート募集と集計に手間取ったこと

も運営に影響を与えた。ただし、開講科目を増やしたことは勤務年数が 11年以下の

方の受講も可能という印象を持つことができたため、10 年以下の受講者が 2 名あっ

たことは大きい。 

受講者においてほぼ単位を取得したことは、受講者の視聴状況を常に追跡し、年

末の段階で試験を意識させていったことが大きい。ただ、おおよその配信・試験の

スケジュールを通知していたが、期限が近づくにつれてあきらめていく受講生も存

在した。そういった受講生は、メール・DM だけでなく電話でも状況確認を行い、単

位取得まで意識させるよう努めた。 

 

 



【新たな教師の学びの姿の実現に向けて（特別講習、選択）： 2講習】 

講習名 時間数 上限数 受講者数 受講料 特記事項 

絵本作家の講演会 3ｈ 100 30 無料 対面 

「学校安全」生活安全・交通安

全・災害安全～自らの命を守り

安全な社会を築くために～ 

6ｈ 40 4 無料 オ ン ラ イ

ン・オンデ

マ ン ド 配

信 

次に実践の講習として、「新たな教師の学びの姿の実現に向けて」を題材にオン

ラインと対面での講習を２講座開講する準備した。県内 360 園にも声をかけたにも

かかわらず、あまり受講生が伸びなかった。 

その後の複数園に実態の確認したが、園の行事等忙しい中、受講者を出すことに

困難との理由が示された。このことにおいては、実施検討委員会として協議してお

り、委員からは「保育者が足りていない、園に参加を強いることは難しい」という

意見があった。このことをふまえて次年度以降、再設定し開講できるように協議を

重ねていく予定である。 

なお、9 科目の受講者 18 名の内、多くの受講生は、課題等全て提出し、試験に全

員合格し、希望する単位は修得した。そして履修した受講生の最大単位取得数が 10

単位であるため、本学単独で修得した単位で上進申請する教諭（受講生）は 5 名程

度である。 

今回映像学習用に用意した動画は、クラストリームで公開し 2 月末までの視聴可

能としていたが、受講生へ案内し、授業だけでなく、その後の反復学習としても視

聴できるよう 3月末まで公開した。 

なお、今回調査した以下のアンケートについては別添で提出する。 

〇免許法認定講習等受講完了者実態調査（アンケート） 

※上進する・された方対象のアンケート調査を比較 

〇受講完了者アンケート（前年度比較） 

 

（４）今後の課題・展望 

実施における課題としては、受講者数の少なさが挙げられる。その対策として、

現職の教諭の受講しやすさの追及、そして職場からの配慮を求める仕掛けづくりを

計画している。受講者が平日の夜に受講することが難しいことを想定して、隙間時

間を活用できるよう映像のコンパクト化や、受講者がいつでも映像を確認できるよ

うに映像のダウンロードを可能とする仕組みが必要である。また、受講者が正式登

録された時点で職場へ通知を出し、園側から側面的支援へのお願いする仕組みも必

要と思われる。 

 



さらにオンラインを利用しての講義を配信することを前提に、募集を広域で実施

することで受講者増に期待している。さらに現場が悩んでいる・また現場ですぐに

活かせる内容を取り入れ、教諭にとって魅力ある講習にすることでさらなる申込増

を期待したい。これらは関係機関と共にさらに検討していく予定である。 

オンライン・オンデマンド配信の課題として、受講生の視聴環境の課題があげら

れる。これには視聴会場の無償提供を進め、受講生から本学会場で視聴した実績が

ある（2日間）。夜間の対応も検討したが、事務側の負担も大きく、ルーター等の貸

出で対応を検討している。さらに受講者の学びへの意欲を継続させることの工夫や、

オンラインでの実技系科目の実施方法においても課題がある。これらは担当講師と

協議しながら解決を探る必要がある。 

今後取り組む特色ある講習として「学校における危機管理上の課題」「子ども観、

教育観等についての省察」を中心にさらに開講していく予定である。これらについ

ては、多くの教育職員が現在課題として向き合っている内容を中心に、現職の方が

受けやすい方法で開講していく予定である。 

開講講座数においては令和 5年度の 9科目 16単位から変更せず、学びやすいスタ

イルを追求しつつ、授業内容をさらに充実させていく予定である。 

 



※R5年度データ ※R4年度データ

29人 581人

問1.あなたの性別は？ 割合 （1）性別について 割合

1.男性 1 3.4% 1.男性 17 2.9%

2.女性 28 96.6% 2.女性 563 96.9%

合計 29 100% 3.左記以外 1 0.2%

合計 581 100.0%

問2.あなたの年齢は？ 割合 （2）年齢について 割合

1.30歳未満 0 0.0% 1.25歳未満 100 17.2%

2.30～34歳 2 6.9% 2.25～29歳 93 16.0%

3.35～39歳代 9 31.0% 3.30歳代 150 25.8%

4.40歳代 11 37.9% 4.40歳代 133 22.9%

5.50歳代 5 17.2% 5.50歳代 82 14.1%

6.60歳以上 2 6.9% 7.60歳代 21 3.6%

合計 29 100% 8.その他 2 0.3%

合計 581 100.0%

割合

1.大学 0 0.0%

2.短期大学 28 96.6%

3.専門学校 1 3.4%

4.その他 0 0.0%

合計 29 100%

問4.勤務されている園はどちらですか？ 割合 （4）勤務している園について 割合

1.公立 8 27.6% 1.公立 189 32.5%

2.私立 20 69.0% 2.私立 359 61.8%

3.その他 1 3.4% 3.その他 22 3.8%

合計 29 100% 4.空白 11 1.9%

合計 581 100.0%

※その他の解答

主婦

問5.あなたの勤務年数は？ 割合 (5) 勤続年数 割合

1.～10年 4 13.8% 1.5年未満 154 26.5%

2.11～15年 5 17.2% 2.5～10年 136 23.4%

3.16～20年 9 31.0% 3.11～15年 98 16.9%

4.21～25年 2 6.9% 4.16～20年 71 12.2%

5.26年以上 9 31.0% 5.21年以上 120 20.7%

合計 29 100% 6.空欄 2 0.3%

合計 581 100.0%

問6.現在どちらにお住まいですか？ 割合 （6）住まいについて 割合

1.明石市 1 3.4% 1.明石市 159 27.4%

2.稲美町 0 0.0% 2.稲美町 17 2.9%

3.小野市 1 3.4% 3.小野 33 5.7%

4.加古川市 3 10.3% 4.加古川市 135 23.2%

5.神戸市 4 13.8% 5.神戸市 47 8.1%

6.高砂市 2 6.9% 6.高砂市 58 10.0%

7.播磨町 0 0.0% 7.播磨町 22 3.8%

8.姫路市 3 10.3% 8.姫路市 12 2.1%

9.上記以外の市町村 15 51.7% 9.上記以外 98 16.9%

合計 29 100% 10.空欄 0 0.0%

合計 581 100.0%

※その他の解答

広島

桜井市

福岡県福岡市

たつの市

尼崎市

加東市

秋田市

岡山県岡山市

加東市

加東市

三木市

千葉県千葉市

三木市

大阪府

問3.あなたが最初に卒業された養成校はどちらですか？

令和5年度免許法認定講習等推進事業 上進済みの方向けアンケート

（過去同様のアンケート調査との比較）

回答者数 回答者数

3.4%

96.6%

1.男性 2.女性

6.9%

31.0%

37.9%

17.2%

6.9%

1.30歳未満 2.30～34歳 3.35～39歳代

4.40歳代 5.50歳代 6.60歳以上

96.6%

3.4%

1.大学 2.短期大学 3.専門学校 4.その他

27.6%

69.0%

3.4%

1.公立 2.私立 3.その他

13.8%

17.2%

31.0%

6.9%

31.0%

1.～10年 2.11～15年 3.16～20年

4.21～25年 5.26年以上

3.4%

3.4%

10.3%

13.8%

6.9%

10.3%

51.7%

1.明石市

2.稲美町

3.小野市

4.加古川市

5.神戸市

6.高砂市

7.播磨町

8.姫路市

9.上記以外の市町村

2.9%

96.9%

0.2%

1.男性 2.女性 3.左記以外

17.2%

16.0%

25.8%

22.9%

14.1% 3.6%

0.3%

1.25歳未満 2.25～29歳 3.30歳代 4.40歳代

5.50歳代 7.60歳代 8.その他

32.5%

61.8%

3.8%

1.9%

1.公立 2.私立 3.その他 4.空白

26.5%

23.4%16.9%

12.2%

20.7%
0.3%

1.5年未満 2.5～10年 3.11～15年

4.16～20年 5.21年以上 6.空欄

27.4%

2.9%
5.7%

23.2%
8.1%

10.0%

3.8% 2.1%

16.9%

1.明石市

2.稲美町

3.小野

4.加古川市

5.神戸市

6.高砂市

7.播磨町

8.姫路市

9.上記以外

10.空欄



割合 （7）取得している免許【該当】 割合

1.幼稚園教諭一種免許 9 31.0% 1.幼稚園教諭一種免許 135 23.2%

2.保育士資格 25 86.2% 2.幼稚園教諭二種免許 433 74.5%

3.社会福祉主事任用 1 3.4% 3.保育士資格 527 90.7%

4.小学校教諭免許 2 6.9% 4.小学校教諭免許 78 13.4%

5.中・高等学校教諭免許 0 0.0% 5.社会福祉主事任用 16 2.8%

6.その他 6 20.7% 6.その他 26 4.5%

合計 43 148.3% 7.空欄 1 0.2%

（複数回答含む） 合計 1216 209.3%

※その他の解答

介護福祉士

現在は二種免許実務経験加算中

幼稚園教諭二種免許

幼稚園教諭二種免許

幼稚園教諭二種免許

幼稚園教諭二種免許

特別支援二種免許

幼稚園教諭二種

問8.免許法認定講習（上進講習）の制度はご存じでしたか？ 割合 （11）免許法認定講習の認識 割合

1.制度は知っていた 18 62.1% 1.知っている（受講したことがある） 61 10.5%

2.受けるまで知らなかった 11 37.9% 2.知っている（受講したことがない） 138 23.8%

合計 29 100% 3.知らない 365 62.8%

4.空欄 17 2.9%

合計 581 100.0%

問9.知ったきっかけは何ですか？ 割合 （12）知ったきっかけ（3つまで） 割合

1.文部科学省等のホームページ 5 17.2% 1.文部科学省のホームページ等 38 6.5%

2.出身校等からのダイレクトメール 1 3.4% 2.出身校からのダイレクトメール等 10 1.7%

3.養成校等の講習紹介チラシ 12 41.4% 3.養成校の講習紹介チラシ等 42 7.2%

4.自治体からの紹介 0 0.0% 4.自治体からの紹介等 9 1.5%

5.職場（園長等）の紹介 14 48.3% 5.職場（園長等）の紹介 60 10.3%

6.知人・友人の紹介 0 0.0% 6.知人・友人の紹介 26 4.5%

7.家族からの紹介 1 3.4% 7.家族からの紹介 4 0.7%

8.その他 1 3.4% 8.その他 11 1.9%

合計 34 117.2% 9.空欄 418 71.9%

（複数回答含む） 合計 618 106.4%

問10.免許法認定講習はいつ受講しましたか？ 割合

1.単年度 17 58.6%

2.複数年度 12 41.4%

合計 29 100%

※「1.単年度」の解答

2023

2023

2023

2022

1年間

2023

2021

2022

2021

2023

2023

2022

2022

2022

2021

2023

2023

問11.あなたが免許法認定講習を受けられた学

校はどちらですか？
割合

1.教育委員会 1 3.4%

2.大学 29 100.0%

3.総合研究所 0 0.0%

4.その他 0 0.0%

合計 30 103.4%

（複数回答含む）

※「2.大学」の内訳 割合

国立 2 6.9%

公立 0 0.0%

私立 14 48.3%

不明 14 48.3%

合計 30 103.4%

（複数回答含む）

問12.免許法認定講習を受けた理由は何ですか？ 割合

1.一種免許状に切り替えられる 26 89.7%

2.不安な分野の学び直しができる 1 3.4%

3.能力・技術を高めることができる 9 31.0%

4.処遇改善に結びつく 3 10.3%

5.自分自身の資質向上できる 18 62.1%

6.知識・意識を高めることができる 9 31.0%

7.限られた時間で受講できる 6 20.7%

8.その他 0 0.0%

合計 72 248.3%

（複数回答含む）

※「2.複数年度」

2020~

2022~2023

2019-2023

2021~2023

2020~2023

2022~2023

2006~2023

2021~2024

2021~2023

2015~2016

2009~2013

2004~2005

問7.取得されている免許についてお伺いします。

31.0%

86.2%

3.4%

6.9%

0.0%

20.7%

1.幼稚園教諭一種免許

2.保育士資格

3.社会福祉主事任用

4.小学校教諭免許

5.中・高等学校教諭免許

6.その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

62.1%

37.9%

1.制度は知っていた 2.受けるまで知らなかった

17.2%

3.4%

41.4%

0.0%

48.3%

0.0%

3.4%

3.4%

1.文部科学省等のホームページ

2.出身校等からのダイレクトメール

3.養成校等の講習紹介チラシ

4.自治体からの紹介

5.職場（園長等）の紹介

6.知人・友人の紹介

7.家族からの紹介

8.その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

58.6%

41.4%

1.単年度 2.複数年度

3.4%

100.0%

0.0%

0.0%

1.教育委員会

2.大学

3.総合研究所

4.その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

89.7%

3.4%

31.0%

10.3%

62.1%

31.0%

20.7%

0.0%

1.一種免許状に切り替えられる

2.不安な分野の学び直しができる

3.能力・技術を高めることができ

る

4.処遇改善に結びつく

5.自分自身の資質向上できる

6.知識・意識を高めることができ

る

7.限られた時間で受講できる

8.その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

23.2%

74.5%

90.7%

13.4%

2.8%

4.5%

0.2%

1.幼稚園教諭一種免許

2.幼稚園教諭二種免許

3.保育士資格

4.小学校教諭免許

5.社会福祉主事任用

6.その他

7.空欄

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.5%

23.8%

62.8%

2.9%

1.知っている（受講したことがある）

2.知っている（受講したことがない）

3.知らない

4.空欄

6.5%

1.7%

7.2%

1.5%

10.3%

4.5%

0.7%

1.9%

71.9%

1.文部科学省のホームページ等

2.出身校からのダイレクトメール等

3.養成校の講習紹介チラシ等

4.自治体からの紹介等

5.職場（園長等）の紹介

6.知人・友人の紹介

7.家族からの紹介

8.その他

9.空欄

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%



問13.免許法認定講習を受けた受講方法は何ですか？ 割合
（13）もし免許法認定講習を受けるなら希望する受講

方法は
割合

1.全て対面での受講（通学方式） 16 55.2% 1.すべて対面での受講（通学方式） 83 14.3%

2.オンラインでの受講（ﾘｱﾙﾀｲﾑ配信） 3 10.3% 2.オンラインでの受講 184 31.7%

3.オンデマンドでの受講（動画視聴） 21 72.4% 3.オンデマンド受講 294 50.6%

4.テキストを使っての受講（通信教育） 2 6.9% 4.テキストを使っての受講（通信） 77 13.3%

合計 42 144.8% 5.空欄 39 6.7%

（複数回答含む） 合計 677 116.5%

問14.その受講方法をお選びになった理由は何ですか？

割合 順位
（14）実践的な講習を計画しているが、受講してみたい分野は？

割合 順位

1.保育記録と保育の振り返り学習の実践（映像、演

習）
6 20.7% ⑦ 1.保育記録と保育の振り返り学習の実践

150 25.8%
④

2.一人一人に応じた指導法の実践（ワークショップ

型）
7 24.1% ④ 2.一人一人に応じた指導法の実践

244 42.0%
②

3.幼児理解と教師の援助・環境構成の学習の実践

（ワークショップ型）
4 13.8% ⑩ 3.幼児理解と教師の援助・環境構成の学習の実践

210 36.1%
③

4.遊びを生み出す環境の構成と援助について（映像、

演習）
11 37.9% ② 4.遊びを生み出す環境の構成と援助について

343 59.0%
①

5.よりよい園環境の創造（ワークショップ型） 6 20.7% ⑦ 5.よりよい園環境の創造 119 20.5% ⑤

6.小学校との連携の推進（ワークショップ型） 7 24.1% ④ 6.小学校と連携の推進 79 13.6% ⑦

7.カウンセリングマインドを生かした保護者との連携

（ロールプレイ）
7 24.1% ④ 7.カウセリングマインドを生かした保護者との連携

117 20.1%
⑥

8.ＰＤＣＡサイクルの確立（ワークショップ型） 3 10.3% ⑪ 8.PDCAサイクルの確立 30 5.2% ⑪

9.「社会に開かれた教育課程」の理解と具現化につい

て（ワークショップ型）
1 3.4% ⑫ 9.社会に開かれた教育課程の理解と具現化について

24 4.1%
⑫

10.カリキュラム・マネジメントの推進に向けた園組織

と協力体制づくり（演習）
6 20.7% ⑦

10.カリキュラム・マネジメントの推進に向けた園組織

と協力体制づくり 50 8.6%
⑩

11.「園内研修」の実施方法（演習） 9 31.0% ③ 11.園内研修の実施方法 60 10.3% ⑨

12.リーダーとして、持続・発展していく園運営を行う

力について（演習）
14 48.3% ①

12.リーダーとして、持続・発展していく園運営を行う

力について 61 10.5%
⑧

合計 81 279.3% 13.空欄 22 3.8% ―

（複数回答含む） 合計 1509 259.7%

問16.全体を通して研修や講習であればいいと思う内容はありますか？

すすめられたので

働きながらとなると学び時間は大切で有効に時間をつかえるからです。

仕事、子育ての合間にできるので、オンデマンドでの受講とても助かります。

小さい子供がいる為、時間・日にちにしばられることなくいつでも授業ができる形で選びました。

時間の融通が利くため

教育委員会は無料だったので通学で受講、テキストを使っては自分の時間を見つけながら夜中でも単位取得出来たため。オンデマンドは1年で全教科の単

仕事と子育てを両立しながらの受講であいている時間に受講したかったため

3.は時間帯的に通うのが難しかったため

秋田県で実施されている免許法認定講習の申込に間に合わなかった為。

スキマ時間を利用して学習できる点が良かったです。

実際に講習を目の前で受ける方が、しっかり身につきそうに思うから。

コロナ禍の為その方法しかなかった。

実践的な学びにつながるのではと考えた

働きながら受講が可能だからです

オンラインは在宅でできたため取り入れやすかった。その後もう少し受けたい講習があり対面に参加した。

岡山県では対面、オンライン受講しかなかった。

仕事をしながらでも、気軽に受けられるので私に合っていると思ったから。

自宅からも近く、対面での受講が効果的だと感じたため。

直接話合いができるため

近隣だったため。問13は1/2通学、1/2が動画でした。

働きながら受講しやすいと感じたため。

仕事と家庭を両立できる期日、また興味のある内容を選んだため。

兵庫大学で受講したかったので。（全てが丁寧な大学・家から近い）

受けたい分野がその受講方法だったから

その時には、それしかなかったから

都合の良い時に学べる

当時、対面での受講が主に実施されていたので

問15.実践的な講習を計画していますが、受講して

みたい分野はありますか？

発達障がいなどの個性がある園児との関わり方を具体的に（現場で使える内容）学びたいです。

特別支援（気になる子どもへの支援法）、危機管理について

他の園が実施されている、良かったと思う環境構成（配置、玩具のおき方等）を見てみたい

10の姿それぞれの項目について深く学びたい。

兵庫大学の講習も学び直しや新しい知識を教えていただいてよかったです。

発達検査結果の見方を教えていただきたいです。

公開保育による講習会

色々なことを学ぶことは大切ですが、研修や講習では、現場での本当の声が出ないように思います。本音をぶつけられる場があれば、そこから問題点や改

どんな内容でも、すぐ園で活用できることが良いと思います。

ないです。

他園の保育士との意見交換（保育内容や障害児保育について等）

研究されている円の公開保育

支援が必要である子どもとの指導法や実践法

55.2%

10.3%

72.4%

6.9%

1.全て対面での受講（通学方式）

2.オンラインでの受講（ﾘｱﾙﾀｲﾑ配信）

3.オンデマンドでの受講（動画視聴）

4.テキストを使っての受講（通信教育）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

14.3%

31.7%

50.6%

13.3%

6.7%

1.すべて対面での受講（通学方式）

2.オンラインでの受講

3.オンデマンド受講

4.テキストを使っての受講（通信）

5.空欄

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

25.8%

42.0%

36.1%

59.0%

20.5%

13.6%

20.1%

5.2%

4.1%

8.6%

10.3%

10.5%

3.8%

1.保育記録と保育の振り返り学習の実践

2.一人一人に応じた指導法の実践

3.幼児理解と教師の援助・環境構成の学習の実践

4.遊びを生み出す環境の構成と援助について

5.よりよい園環境の創造

6.小学校と連携の推進

7.カウセリングマインドを生かした保護者との連携

8.PDCAサイクルの確立

9.社会に開かれた教育課程の理解と具現化について

10.カリキュラム・マネジメントの推進に向けた園組織と協力体制づくり

11.園内研修の実施方法

12.リーダーとして、持続・発展していく園運営を行う力について

13.空欄

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

20.7%

24.1%

13.8%

37.9%

20.7%

24.1%

24.1%

10.3%

3.4%

20.7%

31.0%

48.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.保育記録と保育の振り返り学習の実践（映像、演習）

2.一人一人に応じた指導法の実践（ワークショップ型）

3.幼児理解と教師の援助・環境構成の学習の実践（ワークショップ型）

4.遊びを生み出す環境の構成と援助について（映像、演習）

5.よりよい園環境の創造（ワークショップ型）

6.小学校との連携の推進（ワークショップ型）

7.カウンセリングマインドを生かした保護者との連携（ロールプレイ）

8.ＰＤＣＡサイクルの確立（ワークショップ型）

9.「社会に開かれた教育課程」の理解と具現化について（ワークショップ型）

10.カリキュラム・マネジメントの推進に向けた園組織と協力体制づくり（演習）

11.「園内研修」の実施方法（演習）

12.リーダーとして、持続・発展していく園運営を行う力について（演習）



※R5年度データ ※R4年度データ

12人 8人

（1）今回の講習について教えてください。
 （1）今回の講習について教えてください。


【講習の進度について】 割合 【講習の進度について】 割合

1.早い 0 0.0% 1.早い 0 0.0%

2.やや早い 1 8.3% 2.やや早い 0 0.0%

3.普通 5 41.7% 3.普通 7 87.5%

4.やや遅い 1 8.3% 4.やや遅い 1 12.5%

5.遅い 0 0.0% 5.遅い 0 0.0%

合計 7 58.3% 合計 8 100.0%

【講習の内容について】 割合 【講習の内容について】 割合

1.易しい 0 0.0% 1.易しい 0 0.0%

2.やや易しい 0 0.0% 2.やや易しい 0 0.0%

3.普通 9 75.0% 3.普通 5 62.5%

4.やや難しい 1 8.3% 4.やや難しい 3 37.5%

5.難しい 2 16.7% 5.難しい 0 0.0%

合計 12 100.0% 合計 8 100.0%

【講習のレベルについて】 割合 【講習のレベルについて】 割合

1.易しい 0 0.0% 1.易しい 0 0.0%

2.やや易しい 0 0.0% 2.やや易しい 0 0.0%

3.普通 8 66.7% 3.普通 4 50.0%

4.やや難しい 2 16.7% 4.やや難しい 4 50.0%

5.難しい 2 16.7% 5.難しい 0 0.0%

合計 12 100.0% 合計 8 100.0%

【良かった点】 割合 【良かった点】 割合

分野 7 58.3% 分野 6 75.0%

講師 5 41.7% 講師 7 87.5%

学習環境 7 58.3% 学習環境 5 62.5%

金額 6 50.0% 金額 7 87.5%

合計 25 208.3% 合計 25 312.5%

（複数回答含む）

【良かった科目】 割合 受講者数 【良かった科目】 割合

こどもと造形 3 37.5% 8 こどもと造形 5 62.5%

保育内容総論 2 22.2% 9 保育内容総論 5 62.5%

こどもと言葉 2 25.0% 8 こどもと言葉 5 62.5%

保育内容「表現」の指導法（音楽） 2 22.2% 9 保育内容「表現」の指導法（音楽） 4 50.0%

こどもと人間関係 0 0.0% 2 こどもと人間関係 0 0.0%

教育心理学 1 16.7% 6 教育心理学 5 62.5%

特別支援教育の理解 0 0.0% 2 特別支援教育の理解 0 0.0%

教育方法論 0 0.0% 6 教育方法論 4 50.0%

発達障害児への支援 2 22.2% 9 発達障害児への支援 6 75.0%

※特にない 0 0.0% 12 ※特にない 0 0.0%

合計 12 100.0% 12 合計 34 425.0%

（複数回答含む） （複数回答含む）

良かった科目のその理由をお書きください。 良かった科目のその理由をお書きください。

【悪かった点】 【悪かった点】

（複数回答含む）

（複数回答含む）

改めていろいろ勉強できた 現場で携わることの多かった科目であったので、取り組み易かった

令和5年度免許法認定講習等推進事業 受講完了者アンケート

（前年度比較）

回答者数 回答者数

発達支援に関しては何度勉強してもいいと思っています。今回は個別支援シート作成などかなり現場でも落とし込める内容が多く良かったです。 どの科目も分かりやすく授業をしていただけて、ありがたかったです。

どの科目もわかりやすくて原点に戻って学び直しができました。 全ての科目において、学ぶ事が多くとても勉強になりました。

全てを受講後、テストはすぐ受けれるようにして欲しい。 なし

学びが深められました 講習内容はわかりやすかったです。学生向けだとは思いますがテキストを資料として送ってくださったので見返すことができました。

表現　　基本的なことや新たに実践で使えそうなことをたくさん学べたから 全ての先生方の説明がわかりやすく、毎日の現場に役立つことばかりでした。本当にありがとうございました。

分かりやすかった。 どの科目も現場のこととモーラしていてとても勉強になりました

特にない 特にありません

ありません
講義を何度か見た後、年末になって課題提出を知らされたため、まとめるためにもう一度最初から動画を見直さなければなりませんでした。課題の提出があるのであれば最初からお知らせい

ただきたかったです。

課題 特にありません

ないです 特になし

ない 特にありまん。

特にありません 特になし特になし

なし

昨年度ですが、講師先生の講義が分かりやすく楽しく受講出来ました。

レジュメがありわかりやすかった

講師の先生の人柄を感じさせる授業でした。毎日の保育でどう関われ場良いか、悩むことも多いですが、コメントも返してくださり励みになりました。また、学びもあり、たくさん勉強にな

とても分かりやすく勉強になったため。実践に即していたり、また新たな学びになったりし、自己研鑽の場となったため。

学習環境, 対応していただけたので、特に悪かったとは思っていませんが、結果が返ってくるのが2月の上旬だとありがたいと思います。都道府県によって2月下旬から新規学生しか更新を受

ありません

ないです

特にありません

特にない
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【悪かった科目】 割合 受講者数 【悪かった科目】 割合

こどもと造形 0 0.0% 8 こどもと造形 0 0.0%

保育内容総論 0 0.0% 9 保育内容総論 1 12.5%

こどもと言葉 0 0.0% 8 こどもと言葉 1 12.5%

保育内容「表現」の指導法（音楽） 1 11.1% 9 保育内容「表現」の指導法（音楽） 0 0.0%

こどもと人間関係 0 0.0% 2 こどもと人間関係 0 0.0%

教育心理学 0 0.0% 6 教育心理学 0 0.0%

特別支援教育の理解 0 0.0% 2 特別支援教育の理解 0 0.0%

教育方法論 0 0.0% 6 教育方法論 0 0.0%

発達障害児への支援 1 11.1% 9 発達障害児への支援 0 0.0%

※特にない 10 83.3% 12 ※特にない 6 75.0%

合計 12 100.0% 12 合計 8 100.0%

（複数回答含む） （複数回答含む）

悪かった科目のその理由をお書きください。 悪かった科目のその理由をお書きください。

【事務対応について】 【事務対応について】

【受講料について】 割合 【受講料について】 割合

1.安い 4 33.3% 1.安い 3 37.5%

2.やや安い 4 33.3% 2.やや安い 0 0.0%

3.普通 3 25.0% 3.普通 5 62.5%

4.やや高い 1 8.3% 4.やや高い 0 0.0%

5.高い 0 0.0% 5.高い 0 0.0%

合計 12 100.0% 合計 8 100.0%

【全体的に】 割合 【全体的に】 割合

非常に良い 4 33.3% 非常に良い 4 50.0%

良い 7 58.3% 良い 3 37.5%

どちらでもない 1 8.3% どちらでもない 1 12.5%

不満 0 0.0% 不満 0 0.0%

非常に不満 0 0.0% 非常に不満 0 0.0%

合計 12 100.0% 合計 8 100.0%

（2）続編の講習があれば引き続き受けたいですか。
 割合 （2）続編の講習があれば引き続き受けたいですか。
 割合

是非受けたい 4 33.3% 是非受けたい 3 37.5%

日時や金額によっては受けたい 1 8.3% 日時や金額によっては受けたい 5 62.5%

オンラインなら受けたい 4 33.3% オンラインなら受けたい 6 75.0%

対面なら受けたい 0 0.0% 対面なら受けたい 0 0.0%

受ける必要がない（単位満了等） 4 33.3% 受ける必要がない（単位満了等） 0 0.0%

合計 13 108.3% 合計 14 175.0%

（複数回答含む） （複数回答含む）

（3）このような講習ははじめて受講されましたか。（受けられたことがある場合はその研修・講習名を入力ください） （3）このような講習ははじめて受講されましたか。（受けられたことがある場合はその研修・講習名を入力ください）

特に問題ない

上記の質問でも答えましたが、内容には問題ありません。試験をもっとスムーズに受けれるようにして欲しかったです。 科目の内容ではないのですが、試験が５００字のレポート３枚、８００字のレポート１枚は時間的に１時間以内に手書きで書くのが難しく思えました。

課題が毎回あるので大変であった オンラインの講習が先に公開されていて、レポート内容の公開が遅かったため、講習をもう一度見なければならなかった

私が講習や期限への理解があまりできていなかったが、何度も連絡を頂き真摯に対応していただきました。ありがとうございました。

特に問題ない 特に問題ない

特に問題ない 特に問題ない

特に問題ない

特に問題ない 不明な点があり、お電話させていただきました。その際、ご対応いただきたました事務局の方がすぐに対応くださいましたので、とてもありがたかったです。ありがとうございました。

特に問題ない 特に問題ない

はい

はい キャリアアップのマネジメント講習(アジルラーニング)

はい キャリアアップ研修、特別支援研修

はい

造形と環境を受けました。 初めてです

はい ありません。

はい

幼稚園1種免許取得はい

こどもと造形

はい

はい

特に問題ない

特に問題ない

特に問題ない

申し込みの件でわからないことがあり、質問させていただいたことがありましたが、丁寧に対応して下さいました。ありがとうございました。

特に問題ない

はい

鳴門教育大学幼稚園上位免許認定講習

上進講習で、同じように発達支援について川崎医療福祉大学で学びました。

特に問題ない

丁寧に教えていただきました

テストの案内は早めに欲しかったです。全部を受講した後に、試験はあるのか？ないのか？どうなっているのか不安でした。

以前、対面講習で幼稚園教諭1種免許取得講座を受けたことがある

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

83.3%

こどもと造形

保育内容総論

こどもと言葉

保育内容「表現」の指導法（音楽）

こどもと人間関係

教育心理学

特別支援教育の理解

教育方法論

発達障害児への支援

※特にない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

33.3%

33.3%

25.0%

8.3%

1.安い 2.やや安い 3.普通

4.やや高い 5.高い

33.3%

58.3%

8.3%

非常に良い 良い

どちらでもない 不満

非常に不満

0.0%

12.5%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

75.0%

こどもと造形

保育内容総論

こどもと言葉

保育内容「表現」の指導法（音楽）

こどもと人間関係

教育心理学

特別支援教育の理解

教育方法論

発達障害児への支援

※特にない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

37.5%

62.5%

1.安い 2.やや安い 3.普通

4.やや高い 5.高い

50%
37%

13%

非常に良い 良い

どちらでもない 不満

非常に不満

37.5%

62.5%

75.0%

0.0%

0.0%

是非受けたい

日時や金額によっては受けたい

オンラインなら受けたい

対面なら受けたい

受ける必要がない（単位満了等）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

33.3%

8.3%

33.3%

0.0%

33.3%

是非受けたい

日時や金額によっては受けたい

オンラインなら受けたい

対面なら受けたい

受ける必要がない（単位満了等）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%



（4）今回の講座はどちらでお知りになりましたか（該

当箇所全てにチェック）。 割合

（4）今回の講座はどちらでお知りになりましたか（該

当箇所全てにチェック）。 割合

設置のパンフレット・チラシ 2 16.7% 設置のパンフレット・チラシ 3 37.5%

本学ホームページ 5 41.7% 本学ホームページ 2 25.0%

文部科学省等ホームページ 1 8.3% 文部科学省等ホームページ 1 12.5%

新聞記事 0 0.0% 新聞記事 0 0.0%

園からの紹介 5 41.7% 園からの紹介 3 37.5%

友人・知人に聞いて 0 0.0% 友人・知人に聞いて 0 0.0%

合計 13 108.3% 合計 9 112.5%

（複数回答含む） （複数回答含む）

講師へのメッセージ、講習への希望・要望等をご記入ください。 講師へのメッセージ、講習への希望・要望等をご記入ください。

働きながら学ぶ大変さもありましたが、学び直しができました。実践に役立つことばかりで受講させて頂き感謝です。ありがとうございました。 ありがとうございました。毎回どの講義も学びにつながり勉強になりました。

発達について何度も勉強してきましたが、新しい発見もたくさんあり、実り多い講義となりました。ありがとうございました。私の働き方の都合により、今年度中に書類手続きを全て終わら

せたいと考えています。評価を出来るだけ早く受け取りたいのですが、可能でしょうか。ご検討をよろしくお願い致します。
楽しく学ばせていただきました。ありがとうございました。

本当にありごとうございました。これからも子どもたちと一緒にたくさん学んでいきたいと思います。 特にありません。ありがとうございました。

提出課題それぞれにコメントを頂きありがとうございました。とても学びになりました。教科の評価を見て、どんなところを気をつけたら満点になるのなど、その後のアクションプランを教 今回の講習では、勉強になることばかりでした。ありがとうございました。きちんと保育に活かしていきたいと思います。

発達障害児への支援の講習は、非常に丁寧でわかりやすく、講習も楽しかったです。ありがとうございました。です

お礼は直接メールさせていただきました お忙しい中講習をありがとうございました。講義の内容わかりやすく、改めて勉強する機会をもてました。オンラインでの研修ということもあり、仕事をしている中で自分の時間を作って見

ないです。ありがとうございました。 今後ともご指導よろしくお願いいたします。

仕事、子育て中なので、これからもオンラインだと嬉しいです。

どの講師の先生も、わかりやすく丁寧に教えていただきありがとうございました。

たくさんの知識を得ることができ、ありがとうございました。オンラインできたが、続編や対面の機会がありましたら、学び続けたいと思いました。実践に役立つ内容や自分の振り返りとな
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